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日
本
の
滝
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ
、
紅

葉
の
名
所
と
し
て
も
有
名
な
米
子
大
瀑

布
。
落
差
八
九
㍍
の
不ふ

ど
う動
滝た
き
は
黄
色
を

中
心
と
し
た
紅
葉
が
滝
を
囲
み
こ
む
よ

う
に
映
え
、
権ご
ん
げ
ん現
滝だ
き
で
は
、
も
み
じ
の

赤
色
が
滝
の
流
れ
を
彩
り
鮮
や
か
に
飾

り
ま
す
。
滝
ま
で
の
遊
歩
道
や
周
遊

コ
ー
ス
に
は
二
つ
の
滝
が
撮
影
で
き
る

絶
景
ポ
イ
ン
ト
も
あ
り
、
紅
葉
狩
り
が

楽
し
め
ま
す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
、
例
年
十
月
中
旬
か

ら
下
旬
。�

【
北
信
森
林
管
理
署
】

　

北
ア
ル
プ
ス
と
言
え
ば
三
、〇
〇
〇

㍍
級
の
山
々
が
そ
び
え
る
、
日
本
で
最

も
険
し
い
山
岳
エ
リ
ア
。
そ
の
一
つ
が

立
山
。

　

富
山
県
に
あ
る
雄
山
（
三
、〇
〇
三

㍍
）、
大
汝
山
（
三
、〇
一
五
㍍
）、
富
士

の
折
立（
二
、九
九
九
㍍
）の
三
つ
の
山
を

合
わ
せ
て
立
山
と
呼
び
ま
す
。
初
心
者

か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
毎
年
た
く
さ
ん

の
登
山
客
が
訪
れ
る
山
岳
エ
リ
ア
で

す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
例
年
、
九
月
中
旬
か

ら
十
月
上
旬
。�

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

中
部
森
林
管
理
局
の
管
内
は
、
日
本

海
側
の
富
山
県
か
ら
太
平
洋
側
の
愛
知

県
ま
で
南
北
に
広
が
り
、
垂
直
に
は
標

高
の
低
い
都
市
近
郊
林
か
ら
三
、

〇
〇
〇
㍍
を
超
え
る
北
ア
ル
プ
ス
の
高

山
帯
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

九
月
中
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
ま
で
各
地

で
変
化
に
富
ん
だ
秋
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
紅
葉

散
策
に
お
薦
め
の
国
有
林
五
箇
所
を
紹

介
し
ま
す
。

　

岐
阜
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
金
華

山
国
有
林
は
、
そ
の
名
前
の
由
来
と
も

い
わ
れ
る
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
が
晩
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
開
花
し
、
山
肌
が
黄
金

色
に
染
ま
る
風
景
が
有
名
で
す
が
、
山

麓
の
岐
阜
公
園
と
山
頂
の
岐
阜
城
は
、

飛
騨
・
美
濃
紅
葉
三
十
三
選
に
選
ば
れ

て
お
り
、
秋
の
彩
は
見
事
で
す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
、
例
年
十
一
月
上
旬

か
ら
下
旬
。�

【
岐
阜
森
林
管
理
署
】

紅葉が落差89ｍの不動滝を囲むように彩る

ブナの黄葉

金華山山頂にそびえる岐阜城と紅葉

雄山から室
むろどうだいら

堂平の紅葉を見下ろす

～
初
心
者
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ま
で
～

�

雄お
や
ま山
・
大お
お
な
ん
じ
や
ま

汝
山
・
富ふ
じ
の
お
り
た
て

士
の
折
立

�

（
富
山
県
立た
て
や
ま
ま
ち

山
町
）

～
彩
り
鮮
や
か
な

�

秋
の
米よ
な
こ
だ
い
ば
く
ふ

子
大
瀑
布
は
絶
景
！
～

�

（
長
野
県
須す
ざ
か坂
市
）

～
紅
葉
に
映
え
る
岐
阜
城
～

�

金き
ん
か
ざ
ん

華
山
自
然
観
察
教
育
林

�

（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

紅
葉
散
策
に
出
か
け
よ
う

　
～
秋
の
行
楽
に

�

お
薦
め
の
国
有
林
～

❶❶❷❷
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中
部
局
管
内
の

お
薦
め
国
有
林
は
こ
ち
ら
→

富
山
県
内
の

紅
葉
情
報
は
こ
ち
ら
→

長
野
県
内
の

紅
葉
情
報
は
こ
ち
ら
→

岐
阜
県
内
の

紅
葉
情
報
は
こ
ち
ら
→

愛
知
県
内
の

紅
葉
情
報
は
こ
ち
ら
→

　

紅
葉
は
、
日
中
温
か
く
、
夜
か
ら
朝

に
か
け
て
急
激
に
冷
え
込
み
、
寒
暖
の

差
が
大
き
く
な
る
と
き
れ
い
に
色
づ
い

て
い
き
ま
す
。
管
内
で
は
、
北
か
ら
南

へ
、
山
か
ら
里
へ
と
徐
々
に
移
動
す
る

紅
葉
を
長
い
期
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
お
出
か
け
の
際
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

・
森
林
散
策
な
ど
は
、
自
己
責
任
が
原

則
と
な
り
ま
す
。
秋
の
日
没
は
早
く
、

急
に
暗
く
な
り
冷
え
込
む
こ
と
か
ら
、

体
温
調
節
が
行
い
や
す
い
服
装
や
歩
き

や
す
い
靴
を
身
に
着
け
、
事
前
に
天
候

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
樹
木
を
傷
つ
け
た
り
、
植
物
を
持
ち

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

森
の
中
心
部
を「
青あ

お

川
」と
も
呼
ば
れ

る
付
知
川
が
流
れ
、
高た
か
だ
る樽
の
滝
、
高た
か
と
き時

の
滝
、
地
獄
淵
な
ど
数
多
く
の
滝
や
淵

が
あ
り
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に
、
遊

歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
眺
め
る
、
澄
み

き
っ
た
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
の
渓
谷
と
美
し
く
流
れ
落

ち
る
滝
、
紅
葉
し
て
赤
や
黄
色
に
染

ま
っ
た
木
々
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
絶

景
で
す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
、
例
年
十
月
下
旬
よ

り
十
一
月
上
旬
。�【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

春
は
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
で
野
鳥
の

さ
え
ず
り
、
夏
は
涼
し
い
清
流
に
カ
ジ

カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声
、
足
元
に
は
テ
イ

カ
カ
ズ
ラ
、
ギ
ン
ラ
ン
等
の
山
野
草
な

ど
、
四
季
折
々
の
魅
力
に
定
評
の
あ
る

く
ら
が
り
渓
谷
で
は
、
秋
に
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
沿
い
の
カ
エ
デ
や
ク
ヌ
ギ
が

清
流
を
赤
黄
に
染
め
て
い
き
ま
す
。

　

紅
葉
の
見
頃
は
、
例
年
十
一
月
中
旬

か
ら
十
二
月
上
旬
。

�

【
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
】

カラマツの黄葉

紅葉とのコントラストが見事な高樽の滝

カエデやクヌギがくらがり渓谷の清流を染める

マスタケ（写真撮影のみお楽しみください）

～
渓
谷
の
清
流
を
赤
黄
に
染
め
る
～

　
　
　
闇く
ら
が
り苅
風
致
探
勝
林

�

（
愛
知
県
岡お
か
ざ
き崎
市
）

安
全
で
楽
し
い
紅
葉
散
策
の
た
め
に

～
深
山
の
情
趣
に
満
ち
た
森
と
渓
谷
～

　
　
　
付つ
け
ち
き
ょ
う

知
峡
自
然
休
養
林

�

（
岐
阜
県
中な
か
つ
が
わ

津
川
市
）

❷❷
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線
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
七
日
は
、
木
曽
御
岳
自
然

休
養
林
内
の
田
ノ
原
天
然
公
園
（
以
下

「
公
園
」）
に
お
い
て
、
長
野
国
有
林
森

林
整
備
協
会
木
曽
支
部
、
王
滝
村
や
当

署
職
員
約
六
十
名
が
参
加
し
、
木
製
遊

歩
道
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
は
御
嶽
山
へ
の
登
山
道
の
一
つ

「
王
滝
口
」の
起
点
と
な
っ
て
お
り
、
夏

山
登
山
者
の
増
加
を
前
に
、
安
全
に
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
公
園
内
の
古
い
木

製
歩
道
を
撤
去
し
ま
し
た
。
普
段
の
急

峻
な
現
場
作
業
で
鍛
え
ら
れ
た
参
加
者

が
多
く
、
湿
地
帯
で
足
場
も
悪
い
中
、

【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
長
野
県

上あ
げ
ま
つ
ま
ち

松
町
の「
赤
沢
自
然
休
養
林
」と
長
野

県
王お

う
た
き
む
ら

滝
村
の「
木
曽
御
岳
自
然
休
養
林
」

に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
環

境
整
備
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
六
日
は
、
長
野
林
業
土
木

協
会
木
曽
支
部
が
主
催
し
、
赤
沢
自
然

休
養
林
内
の
遊
歩
道
に
設
置
さ
れ
た
木も

っ

橋き
ょ
うの
修
繕
工
事
で
発
生
し
た
廃
材
の
撤

去
と
、
林
道
沿
線
の
除
草
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

毎
年
、
木
曽
地
域
の
国
有
林
に
所
在
す

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
主
体

に
、
環
境
美
化
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
会
員
三
十
名
と
当
署

職
員
が
参
加
し
、
廃
材
の
撤
去
で
は
、

各
自
が
背し

ょ
い
こ

負
子
を
利
用
し
て
片
道
約

五
〇
〇
㍍
の
道
の
り
を
往
復
す
る
こ
と

数
回
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分
に
相
当

す
る
量
を
運
び
出
し
ま
し
た
。
除
草
作

業
は
、
休
養
林
内
の
林
道
上か

み

赤あ
か
さ
わ沢

線
沿

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
森
の
環
境
整
備

�
（
赤あ

か
さ
わ沢

・
木き

そ曽
御お

ん
た
け岳

自
然
休
養
林
）

歩道の板材を撤去する参加者

木製遊歩道整備ボランティアの参加者

オオハンゴンソウ駆除作業の様子

一
人
で
四
枚
以
上
の
板
材
を
運
ぶ
強つ
わ
も
の者

も
お
ら
れ
、
予
定
し
た
区
域
内
の
撤
去

は
全
て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
八
月
九
日
に
は
、
赤
沢
自
然

休
養
林
内
の
併
用
林
道
沿
線
で
「
赤
沢

渓
谷
を
美
し
く
す
る
保
護
管
理
協
議

会
」主
催
に
よ
る
特
定
外
来
生
物「
オ
オ

ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
」
の
駆
除
作
業
が
行
わ

れ
、
両
協
会
、
長
野
県
木
曽
地
域
振
興

局
や
上
松
町
、
当
署
職
員
な
ど
約
六
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
炎
天
下
の
中
、

参
加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
繁

殖
力
の
強
い
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
が
こ

れ
以
上
拡
が
ら
な
い
よ
う
根
ご
と
抜
き

取
っ
た
う
え
で
、
折
り
曲
げ
て
ポ
リ
袋

に
詰
め
込
み
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
四
台
分

を
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
地
元
の
自
治
体

や
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
、
山

村
地
域
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

❸❸❹❹
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な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、
会
場
の
一
角
を
利
用

し
て
東
濃
森
林
管
理
署
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
十
月
か
ら
始
ま
る
「
木
材
利
用
促

進
月
間
」
の
Ｐ
Ｒ
や
、
御ご

し
ん
ぼ
く

神
木
の
街
と

し
て
知
ら
れ
る
東
濃
地
域
を
紹
介
す
る

展
示
を
行
う
な
ど
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
へ

積
極
的
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
へ
、
森

林
・
林
業
の
魅
力
、
木
材
利
用
の
推
進

に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
の
皆
様
と
共

に
情
報
発
信
等
を
行
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞
作
品
「
天
然

木
の
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
プ
」
は
、
ク
イ
ズ

付
き
で
し
た
。
家
の
ま
わ
り
に
あ
る
木

で
工
作
し
、
使
っ
た
木
は
十
種
類
と
の

こ
と
。
作
品
と
は
別
に
使
用
し
た
木
が

並
べ
ら
れ
、「
何
の
木
か
わ
か
り
ま
す

か
？
」
と
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
拡
大

し
て
み
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
、
木
の

肌
を
見
て
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

（
答
え
は
十
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。）

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

九
月
六
日
か
ら
八
日
、
岐
阜
県
恵え

な那

市
の
共
同
福
祉
会
館
に
お
い
て
、「
え

な
の
森も

り林
づ
く
り
推
進
委
員
会
」と「
恵

那
市
」が
主
催
す
る「
第
十
五
回
え
な
の

木
、
も
り
の
木
、
き
に
な
る
木
コ
ン
テ

ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
「
木
に
さ
わ
っ
て
み
よ

う
！
道
具
を
使
っ
て
何
か
作
っ
て
み
よ

う
！
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
木

で
で
き
た
も
の
が
た
く
さ
ん
。
木
を
活

か
し
て
森
を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

木
工
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

今
年
は
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
、
夏

休
み
中
に
制
作
し
た
作
品
一
一
九
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
に
は
、
創
作
に
至
っ
た
背
景
や
、
作

製
す
る
段
階
で
苦
労
し
た
点
な
ど
の
解

説
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
会
場
に
は
作

品
に
対
す
る
生
徒
の
思
い
が
伝
わ
る
力

作
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

作
品
の
出
来
栄
え
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
添
え
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
も
相

ま
っ
て
、
採
点
す
る
審
査
員
泣
か
せ
と

え
な
の
木
、
も
り
の
木
、

　

き
に
な
る
木
コ
ン
テ
ス
ト

�
～
木
づ
か
い
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
～小学校高学年の部 最優秀賞「ぼくの木製一輪車」

中学生の部 最優秀賞「天然木のテーブルランプ」

会場の一角を利用して木材利用推進月間等のPR

こ
ぼ
れ
話

❹❹
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の
操
作
方
法
、索
張
り
方
法
等
に
加
え
、

併
用
し
て
い
る
高
性
能
林
業
機
械
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

視
察
を
行
っ
た
土
場
か
ら
は
、
対
岸

の
山
に
張
ら
れ
た
架
線（
約
九
八
〇
㍍
）

が
一
望
で
き
、
搬
器
に
吊
り
下
げ
ら
れ

た
木
材
が
土
場
に
搬
入
さ
れ
、
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
に
よ
り
造
材
さ
れ
る
ま
で
の

工
程
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
格
的
な
架
線
集
材
を
初
め
て
見

る
参
加
者
が
多
く
、
木
材
が
ど
の
よ
う

に
運
ば
れ
て
く
る
の
か
興
味
深
く
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
南
木
曽
町
で
製
材
・
木
材

加
工
業
を
経
営
す
る（
株
）勝
野
木
材
の

【
名
古
屋
事
務
所
　
南な

ぎ

そ
木
曽
支
署
】

　

九
月
二
十
日
、
名
古
屋
地
域
の
木
材

関
連
産
業
に
携
わ
る
方
な
ど
約
三
十
名

参
加
の
も
と
、
国
有
林
作
業
現
場
等
視

察
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交

流
会
は
、
川
下
の
木
材
産
業
従
事
者
や

建
築
士
等
が
、
川
上
の
森
林
・
林
業
の

実
情
や
取
組
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

両
者
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

名
古
屋
木
材
組
合
と
連
携
し
て
、
平
成

二
十
五
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
南
木
曽
支
署
管
内
の

南み
な
み
あ
ら
ら
ぎ
蘭
国
有
林
（
長
野
県
南
木
曽
町
）

に
お
い
て
木
材
生
産
事
業
現
場
と
、
製

材・
木
材
加
工
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

木
材
生
産
事
業
の
視
察
箇
所
は
、
区

域
が
約
六
七
㌶
、
生
産
量
六
、八
〇
〇

方
㍍
を
予
定
す
る
規
模
の
大
き
な
事
業

地
で
、
架
線
集
材
と
車
両
系
集
材
を
併

用
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
受
注
者
で
あ
る（
有
）今
井
木

材
か
ら
、
架
線
集
材
の
仕
組
、
集
材
機

国
有
林
作
業
現
場
等

�

視
察
交
流
会
を
開
催

架線集材の様子を見学する参加者

工場内で説明を受ける参加者

製
材
工
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
同

社
は
、
関
連
会
社
に
よ
る
木
材
の
伐

採
・
搬
出
に
始
ま
り
、
建
築
用
材
や
社

寺
用
材
の
生
産
販
売
、
新
素
材
の
開
発

等
、
木
材
に
関
わ
る
一
連
の
事
業
を
通

じ
て
、
地
元
の
森
林
・
林
業
、
木
材
産

業
の
発
展
や
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
会
社
概

要
等
の
説
明
後
に
、
製
材
工
場
と
隣
接

す
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

角
材
の
製
造
工
程
で
は
、
製
材
後
の

乾
燥
で
含
水
率
を
一
定
に
管
理
し
、
乾

燥
後
は
細
や
か
で
厳
密
な
修
正
挽
き
を

行
い
、
一
〇
〇
分
の
一
ミ
リ
の
精
度
で

加
工
す
る
技
術
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、ヒ
ノ
キ
端
材
か
ら
香
り
の
成
分「
ヒ

ノ
キ
チ
オ
ー
ル
」
を
抽
出
す
る
商
品
開

発
等
も
見
学
し
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
高
品

質
化
や
多
様
な
活
用
等
の
取
組
に
対
し

て
、
参
加
者
か
ら
数
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
厳

し
い
自
然
の
中
で
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
作
業
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
深

か
っ
た
」「
普
段
は
何
気
な
く
目
に
し
て

い
る
木
材
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
手
間
と
技

術
を
費
や
さ
れ
て
で
き
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
た
」「
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
製
品
に
す

る
努
力
に
感
銘
を
受
け
た
」「
説
明
か
ら

担
当
者
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き

た
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
川
上
と
川
下
の
交
流
に
よ

り
、
林
業
と
木
材
産
業
相
互
の
理
解
が

深
ま
る
よ
う
、
継
続
し
た
取
組
を
行
う

予
定
で
す
。

❺❺❻❻




